
 1 

 

                                        

 

   

 

 

端午節 

 

６月３日は端午節（端午の節句）です。粽を食べること以外にも風習はたくさんあ

るようですが、少しご紹介いたします。 

水の加護に感謝する様々な儀式を含め、近年ではボートの速さを競う国際的な競技

種目にまで発展している「ドラゴンボートレース」は既に有名ですが、端午節のこの

時期になると、家の正門の脇や軒下に「ショウブとヨモギ」をつるす習慣があるそう

です。 

ショウブは水生植物で葉の形が剣に似ていることから「剣草」とも呼ばれ、厄除け

を象徴する代表的植物になっているということです。一方ヨモギには解熱や解毒、血

行促進、利尿作用など様々な薬効があることから別名を「医草」と呼ばれているそう

です。厄除けや疫病を追い払うため、端午節になると各家々でショウブとヨモギを束

ねてつるすことが習慣となったそうです。（池田） 

 

 

 

             北京市２０２０年度健康診断報告 

 

北京市体検中心（健康診断センター）等が発表した「２０２０年度北京市健康診断

統計報告」によると、北京市民は脂質異常症、体重過多、脂肪肝の検出率が高いこと

が明らかになりました。 

大学入試前の若者の健康診断データ中、主な異常所見として体重過多と低体重が挙

げられました。男子の肥満率は 44.46％、前年比約 1 割増。女子は前年比５％増の

24.11％となっており、極端にバランスを欠いた状況です。 

また、視力不良の検出率はなんと 89.01％とかなり高くなっています。受験勉強の影

響でしょうか。もともと中国でも北の方々は背が高いと言われていますが、男子の平

均身長が 177センチ、女子が 164センチということでした。（池田） 

 

 

 

            失われた 5月 

 

4月末から、北京市で新型コロナウイルスの感染者

が増加していた傾向があり、感染症の伝播リスクを

引き下げるため、5 月に入ってから、北京市もいろ

いろ対策を打ちました。例えば、北京市内の飲食業

は店内飲食を一時的に停止し、持ち帰り・デリバリ

ーサービスに切り替えることになり、感染者が多い

中心部の朝陽区を対象に、在宅勤務の徹底を求めた

うえで、住民の生活と関係のない企業には休業を求
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め、さらに、住民には必要がないかぎり、朝陽区から出ないよう呼びかけていました。

地下鉄や路線バスもダイヤを一部削減し、運行制限されました。公園も一部閉鎖され

ました。 

そして、PCR検査も常態化が要求され、地下鉄、バ

スに乗る際、どこに行っても、健康コードアプリをチ

ェックされるようになり、48 時間以内の PCR 検査陰

性証明の提示を義務付けられ、二日に一度のＰＣＲ検

査が日常になりました。但し、住民たちは住宅から歩

いて 15 分範囲内にＰＣＲ検査スポットを設立され、

費用も無料になりました。 

 端午節の連休後、朝陽区も通常勤務が認められ、

飲食店もようやく店内での食事が再開されました。しばらく会ってない友達を誘って、

焼き肉でも食べに行きたいな～ 

 

 

 

新潟市北京事務所 新職員 郝 京京（かく きょうきょう） 

 

5 月から新潟市北京事務所に入所

しました郝（カク）です。 

 昨年 11 月日本から中国に帰国し

てまいりました。2011 年 1 月から

2021年 11月まで 10年ぐらい日本で

の生活を終わらせて北京での新生活

がスタートしました。  

 日本で生活した 10年間、たくさん

素敵な思い出ができました。 

 わたしと家族とも旅行が大好きな

ので、南は沖縄から北は北海道まで 

たくさんの観光地で素晴らしい思い

出を作りました。新潟県も楽しかった思い出が残っています。 

2016 年春 2 歳の子どもを連れて東京から車で 2 時間近くで新潟県越後湯沢に到着し

ました。ホテルはまるで森の中に隠されているようで 宮崎駿さんの映画の１シーン

みたいです。その近くでリフトに乗ってまだ雪に覆われている山や木々が白銀の世界

で静かにたたずんでいる風景など、感動の記憶しか残っていません。越後湯沢は駅の

中だけでも楽しめる場所がたくさんあります。ワンコインだけで利き酒の体験が可能

になります。有名なコシヒカリで作った超特大「爆弾おにぎり」も食べてみることが

できます。また、長岡市にある国営越後丘陵公園もおすすめです。特に子ども連れの

観光客は、丘陵地帯に広がる国営公園でばら園やチューリップなど季節の花々、子供

広場で何種類もの木製遊具、ふわふわドームもあり、一日中親子で楽しむことができ

ます。そのほか、新鮮な海の幸と米どころならではの旨い地酒、雪国情緒あふれる街

並みやスキー場、温泉など、新潟の多くの人を魅了するところをもっともっと多くの

中国人の観光客に知ってもらいたいので、新潟観光の PRを頑張っていきたいと思いま

す。 

北京スタッフ便り２ 
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ホテルの窓前              国営越後丘陵公園 

現在わたしは日本で生活していないですが、新潟市北京事務所で働いていることは

日本とのご縁がほかの形で続いていると思いますので新潟と北京・中国との交流の懸

け橋となるよう努めて参ります。どうぞよろしくお願い申し上げます。（カク） 
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 中国経済が非常に厳しい局面を迎えている。新型コロナ感染の再拡大、米中対立の

エスカレートに加え、ウクライナ問題が発生、中国を取り巻く状況は複雑かつ厳しい。

このような中でも、２０２２年幕開け時点での中国経済は善戦していた。専門家の間

では、２０２２年第１四半期（１－３月）のＧＤＰ成長率は＋４％を切るのではない

かと言われていた。例えばモルガンスタンレーの予測は＋３．９％だったが、蓋を開

けてみると＋４．８％だった。通年の目標である＋５．５％には届かなかったが、少

なくとも１－２月は、困難の中にあっても上向きだった。１－２月の数字を見ると、 

 工業生産は対前年同期比＋７．５％、社会消費財小売総額は同＋６．７％、サービ

ス業生産指数は同＋４．２％、固定資産投資は同＋１２．２％、輸出入総額は同＋１

３．３％、消費者物価指数（ＣＰＩ）は同＋０．９％、生産者物価指数は同＋８．９％

などであった。２月時点での失業率は５．５％と、かろうじて許容範囲内だった。 

 経済が急に悪化し始めたのは３月に入ってからだ。最大の原因は、コロナの感染拡

大と、極端とも思えるような徹底した「ゼロコロナ」政策である。その中でも３月２

８日から始まった上海のロックダウン（都市封鎖）は、中国国内のみならず、世界に

大きなマイナス影響をもたらした。上海は都市機能、生産機能がほぼ麻痺した。公共

交通は止まり、店は閉鎖、市民は全面的に外出禁止となった。当然外資系も含め、工

場は生産停止に追い込まれた。上海浦東空港の４月の旅客数は、対前年同月比－９９％、

貨物取扱量は同－７０％、４月の上海での新車販売台数は０であった。上海以外、西

安や長春、深圳などでも事実上のロックダウンが行われた。 

 北京はロックダウンにはならなかったが、「準ロックダウン」的な厳しい規制が５月

現在も続いている。直近では、５月１３日―１５日、北京政府は市中心部の全市民に、

自宅待機要請を行った。「要請」と言っても、事実上は命令である。ただ北京市民の多

くは、命を守るためには必要な措置だと思ってガマンしている。対象者は約１８００

万人である。この１８００万人は、毎日ＰＣＲ検査を受けなければならない。この要

請が出た前日５月１２日の、北京市におけるコロナ新規感染者数は３６人であった。

西園寺 一晃先生の 
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日本では考えられない事であるが、これが中国の「ゼロコロナ」政策なのである。周

辺地域から北京市内に入るには、４８時間以内のＰＣＲ検査陰性証明が必要だ。市内

を出る時も、検問所でＰＣＲ陰性証明を提示しなければならない。５月１５日が過ぎ

ても、市民の外出は「不要不急」以外は禁止、必要な買い物時には、４８時間以内の

ＰＣＲ検査陰性証明を提示しなければならない。公共交通を利用する時も陰性証明は

必要だ。マイカーでの外出は原則禁止、北京での会議、研修なども原則禁止、文化イ

ベントも同じだ。飲食店は開いているが、店内での飲食は禁止で、テイクアウトとデ

リバリーだけである。この状況は少なくとも５月いっぱいは続くという。多かれ少な

かれ、このような状況が全国で出ている。これでは経済に影響が出ないはずはない。

上海は６月からロックダウンを解除すると言うが、完全フリーになるとは思えない。

さまざまな厳しい規制が残るであろう。 

 以上のような状況が３月頃から全国で生まれた。この状況に伴い、経済は下降線を

辿りだした。１－２月に善戦した経済も、３月に上向きが止まり、４月には下降線に

入った。４月の工業生産は対前年同月比－２．９％で、２０２０年３月以来のマイナ

スとなった。その中でも自動車生産は同－４０％（新車販売は同－４８％）、パソコン

同－１７％、スマートフォン同－４％だった。社会消費財小売総額は同－１１．１％、

発電量は同－４．３％、サービス業生産指数は同－６．１％、飲食店収入は同－２３％

と、軒並みマイナスに転じた。失業率は６．１％まで上がった。因みに２月の失業率

は５．５％、３月は５．８％だった。４月の若年失業率（１６歳―２４歳）は１８．

２％で、過去最悪となった。 

物価高が国民生活を直撃している。これはウクライナ問題による原油価格の高騰、

小麦などの食糧価格の高騰、ゼロコロナによる供給網の分断、輸送体制の乱れ、米中

対立の影響が重なった複合原因によるものだ。その中でもゼロコロナ政策のマイナス

面が顕著に出てきている。４月の消費者物価指数（ＣＰＩ）は、対前年同月比＋２．

１％で、特に生鮮野菜価格が同＋２４％、果物が同＋１４．１％、卵が同＋１２．１％、

穀物類が同＋２．７％と上がった。唯一の救いは、肉類の供給が十分で、全体で１９．

６％下がった事、特に中国人（漢民族）にとって欠かせない豚肉価格が３３．３％下

落した事だ。野菜も肉も高騰だったら、人々の不満は爆発しただろう。ガソリンなど

の燃料価格も同＋２８％だった。卸売物価指数（ＰＰＩ）は同＋８％。国民の実感は

もっと重いようで、ある友人は「高級スーパーで、無農薬の良質キャベツを買ったら

１個１００元（１８５０円）だった」と苦笑していた。 

現在の中国経済にとって、最も厳しいのは消費の落ち込みと失業率の高さである。

若年失業率が特に顕著だが、いま中国政府が頭を悩ませているのが、２０２２年度の

大学卒業者が、もうすぐ労働市場に大量に流れ込んでくる事だ。２０２２年度の大卒

者は１０７６万人と、１０００万人を超える。就職難が目に見えているので、大学院

へ進む学生が増えている。ここ数年の推移を見ると、大学院受験者は２０２０年３４

１万人、２０２１年３７７万人。２０２２年は４５７万だった。 

企業の業績も厳しくなっている。比較的「ゼロコロナ」政策の影響が少ないと言わ

れてきたＩＴ関連企業も同じである。ネット大手のテンセントの２０２２年第１四半

期における純利益は、対前年同期比－５１％だった。スマートフォン大手のシャオミ

―の第１四半期（１－３月）最終決算は、約５億８７００万元（約１００億円）の赤

字だった。このシャオミーを含め、ＯＰＰＯ、ＶＩＶＯなどのスマートフォン大手は

この状況を見て、第２四半期（４－６月）の出荷台数を、生産計画より２０％減産す

ると取引先に通告した。シャオミーの場合、２０２２年の計画出荷台数は２億台だっ

たが、それを１億６０００万台―１億８０００万台に修正した。これら大手企業を底

辺で支える、無数の中小零細企業は更に過酷な運命をたどることになるであろう。 
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２０２１年の日中貿易は、コロナや米中対立の中にあっても、総額３９１４億４０

４９万ドル（対前年比＋１５．１％）と史上最高を記録した。しかし、今年は厳しく

なるだろう。２０２２年４月の日本から中国への輸出数量指数（２０１５年＝１００）

は１１０．９だった。これは対前年同月比－２２．６％である。４月期の日本から中

国への輸出は、自動車が対前年同月比－３０．２％、鉄鋼が同－３０．３％、原動機

が同－３９．９％、集積回路が同－２８．５％。日本の対中国貿易は輸出入とも大き

く落ち込んでいる。 

多くの経済専門家は、このままゼロコロナ政策が続けば、中国経済は大きな傷を負

う事になると危機感を募らせている。長期間の隔離で、人々のストレスも溜まってい

る。国際社会からも、中国の「ゼロコロナ」政策に疑問を投げかけ、変更を求める意

見が出てきた。世界保健機関（ＷＨＯ）のテドロス事務局長は、中国の「ゼロコロナ」

政策が、「持続可能だとは思えない」と述べ、同機関で危機対応を統括するライアン氏

は、「新型コロナ対策と、社会や経済に与える影響のバランスをとる必要がある」と、

中国に政策転換を促した。しかし、中国の習近平指導部は、「ゼロコロナ」政策を降ろ

すつもりは無いようだ。習近平は、３月１７日の党政治局常務委員会の会議で、「わが

国の感染対策は世界をリードする地位を保ち、中国共産党の指導と社会主義制度の顕

著な優位性を十分に示している」

と述べた。また習近平は、４月１

３日、視察先の海南省で、「ゼロ

コロナを堅持し、油断や厭戦気分

を克服してゆく必要がある」と述

べた。このように「ゼロコロナ」

政策を変える気は微塵もないよ

うだ。少なくとも今秋の党大会で、

習近平の続投が決まるまで、「ゼ

ロコロナ」政策の変更は無いだろ

う。問題は、「ゼロコロナ」政策

が続く限り、経済はますます圧力

を受けるという事だ。コロナ感染

防止と経済成長というジレンマ

の中で、習近平指導部は、自らが

掲げた通年ＧＤＰの５．５％成長を実現しなければならない。「共産党の正しい指導」

と「社会主義制度の優位性」を言った以上、失敗は許されない。（２０２２年５月２６

日）（止） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【筆者プロフィール】 

 西園寺 一晃（さいおんじ かずてる）氏 

 １９４４年生まれ 

⚫ 明治の元勲・公爵・首相・枢密院議長である西園 

寺公望氏を曾祖父に持つ。  

⚫ 西園寺公一（きんかず）氏（第一回参議院議員・

日中文化交流協会常任理事）の長男。 

⚫ 北京大学経済学部卒業 

⚫ 朝日新聞社に在籍中は、日中関係の調査研究室長

などを歴任。退職後も中国問題の調査、研究にあ

たる。 

⚫ 現在工学院大学客員教授、北京大学客員教授、伝

媒大学客員教授、北京城市大学客員教授 

 

■■お知らせ■■ 
 新潟市の中小企業、団体等が北京市内で経済活動を行うに当たり、様々な支援を行っています。 

お気軽にお問い合せください。 

【住所】中国北京市朝陽区建国門外大街 26 号 長富宮弁公楼 2014 室 

【メールアドレス】bjniigata@niigata-bj.net 

【URL】http://niigata.stars.ne.jp/zh/ 
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